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令和５年度 学校運営協議会評価報告書２ 

鳥取県立米子工業高等学校 

学校長 松 川 明 義 

評 価 日 令和６年１月３０日（火） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 重点目標の達成状況について 

○評価の具体項目の中には達成状況が芳しくない項

目もあるが、重点目標は概ね達成できている。 

 

 

２ 目標達成のための取組結果について 

○スーパー工業士の認定及び難関な資格に合格など

は素晴らしい。引き続き、指導をお願いしたい。 

 

３ 具体目標の達成状況について 

○生徒の進路先への合格・内定状況がほぼ 100%とな

っているのは良い。 

 

 

○地元を支える人材育成をお願いしたい。 

 

 

４ 目標達成のために取り組んだ具体方策について 

○地域の産業界と協力して、学校祭での業界紹介ブ

ースは大変良かった。 

 

 

５ その他 

○ベンチ・ゴミストッカーの製作・寄贈及びテクノ

ボランティアなどを通じて引き続き地域と関わって

いただきたい。 

 

○コロナ対応に変化があり動きやす

くなったが、これまでの制約により

生徒のコミュニケーション不足を感

じる。 

 

○資格取得は、補習などきめ細かい

指導を継続してゆきたい。 

 

 

○就職に関する各質問に対しては、

現状を回答し、進路先がミスマッチ

とならないよう丁寧な指導を継続す

る。 

○ふるさとキャリア教育などをとお

して引き続き地元を支える人材育成

に取り組む。 

 

○協力していただいた協会の方から

良かったと聞いている。来年度以降

も産業界、地域の皆さんと人材育成

を進めたい。 

 

○引き続き、ものづくりを通じて地

域に貢献していきたい。 

 


